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お湯を沸かしていたら
地震がきた！
そんなときどうする？

答
え
が
あ
る
記
事
は

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
！

避難グッズを入れた
「非常用持出袋」。
どこに置いたら
いいんだろう？

もしものときの
備蓄食料って

何日分必要なの？

熊本地震の経験

生かしてますか？

災害復興商品券　申請期間を延長しました･･････････････6

人間ドックとユーパレス弁天の利用料を補助します･･･7

犬の登録・狂犬病予防集合注射････････････････････････････9
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家
庭
で
で
き
る

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

防
災
術

県
は
３
月
、
熊
本
地
震
に
関
す

る
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
有
効
回
答
数

の
う
ち
、
約
７
割
の
人
が
自
宅
以

外
に
避
難
し
た
と
回
答
。
そ
の
多

く
が
支
援
物
資
が
届
き
に
く
い
自

動
車
の
中
や
親
戚
・
知
人
宅
な
ど

で
過
ご
し
て
い
ま
す
（
左
図
）。
自

宅
を
含
む
避
難
生
活
で
は
、
食
料

や
水
に
困
っ
た
と
の
回
答
が
最
も

多
く
、
家
庭
で
の
備
え
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
４
月
で
１
年
を

迎
え
ま
す
。
次
の
災
害
に
備
え
る

た
め
に
、
も
う
一
度
＂
家
庭
で
で

き
る
備
え
＂
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

災
害
へ
の
備
え
（
自
助
）
で

悪
か
っ
た
点
・
改
善
す
べ
き
点

・�

ま
さ
か
水
が
出
な
く
な
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
備
蓄

水
を
買
い
足
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

食
料
の
備
え
な
ど
準
備
し
な
け

れ
ば
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
地
震

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
油

断
が
あ
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

・
家
具
を
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人

が
い
て
、
食
料
の
配
給
時
に
不
快

な
思
い
を
し
た
。
水
の
備
蓄
は
本

当
に
大
切
だ
と
思
っ
た
。

・�

停
電
、
断
水
な
ど
思
い
が
け
な
い

こ
と
が
続
き
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食

料
、
水
の
確
保
が
全
く
で
き
ず
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

　
※
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
意
外
と

役
に
立
っ
た
も
の
は
ど
れ
？

①
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み　
②
ラ
ッ
プ

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
④
土
鍋

⑤
ベ
ビ
ー
用
お
し
り
ふ
き

⑥
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト

火
を
使
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
う
す
る
？

①
急
い
で
火
を
消
す

②
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
火
を
消
す

避
難
グ
ッ
ズ
を
入
れ
た

「
非
常
用
持
出
袋
」。

ど
こ
に
置
く
の
が
い
い
？

①
押
入
れ

②
台
所

③
玄
関

地
震
が
起
き
て
火
事
に
な
っ

た
。
経
済
的
な
家
の
備
え
と
し

て
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば

安
心
？

①
〇

②
×

Q3Q5

Q4Q6
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★防災クイズ★
いくつ正解できるかな！？

子
ど
も
だ
け
で
家
に

い
る
と
き
に
大
地
震

発
生
！
ど
う
す
る
？

①
急
い
で
避
難
所
へ
向
か
う

②
近
所
の
大
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く

③
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
待
つ

Q2

も
し
も
の
と
き
の
備
蓄

食
料
、
何
日
分
必
要
？

①
１
日
分

②
３
日
分

③
１
週
間
分

Q1
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Q1　③　以前は３日ともいわれていま
したが、支援物資がすぐに届くとは限り
ません。家の中に備蓄場所を確保できな
いときは、普段から使っている食材と組
み合わせましょう。

Q2　②　もしお父さんやお母さんがい
ないときは、近所の知っている大人の人
の言うことをよく聞いて行動しましょ
う。普段から家族で災害が起きたときの
集合場所を決めておくと良いです。

Q3　全て正解　①は食材の調理に。②
はおにぎりを握ったり皿に使ったり。③
は給水に便利。④はご飯も汁物もでき
る。⑤は体やテーブル拭きに。⑥はオム
ツやトイレマット、おねしょシーツにも。

Q4　②　地震や地震による火災・津波
の損害は、地震保険に入っていないと補
償されません。

Q5　③　すぐに持ち出せるよう出口に
近い場所に置きましょう。車のトランク
や外の物置などにも置けば家が被害を受
けて取り出せないときに安心です。

Q6　②　大きな揺れのときに無理して
火を消そうとするとやけどする危険があ
ります。揺れを感じたらコンロから離れ
て、揺れが収まってから慌てずに火を消
しましょう。

Q7　②　長時間、足や腕などが重い物
の下敷きになっていると体の中に毒素が
発生します。そのため、急に家具を取り
除くと毒素が血液をめぐり心肺停止など
を引き起こすことがあり危険です。

Q8　③　野菜類が34.4％で最も多く、
魚類20.5％、肉類10.5％を上回りまし
た。備蓄食品は乾パン、アルファ米、イン
スタント麺などが多く、災害時は野菜不
足に陥りがち。健康維持のために野菜ジ
ュースや缶詰・レトルト・瓶詰など毎食一
つ備蓄することをお勧めします。

Q9　②　「171」に電話すると、案内に
従って録音や再生ができます。１回に録
音できるのは30秒まで、保存期間は48
時間です。毎月1日、15日などに体験日
が用意されています。ちなみに、①は

「119」、③は「118」です。

Q10　①　大好きなものがそばにある
と心が落ち着き、嫌なことを少しでも忘れ
られます。親が話を聞いてあげたり抱き
しめてあげたりすることも大切。備蓄に
好きなお菓子を入れるのも良いですよ。

★クイズの答え★

倒
れ
た
家
具
に
足
を
挟
ま
れ
て
長

い
時
間
動
け
な
く
て
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
ま
す
。
ど
う
す
る
？

①
家
具
を
持
ち
上
げ
て
助
け
出
す

②
救
助
隊
が
来
る
の
を
待
つ　

③
挟
ま
れ
て
い
る
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

Q7
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0
市
町
村
指
定
避
難
所

指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所

指
定
避
難
所
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
避
難
所

福
祉
避
難
所

親
戚
・
知
人
宅

自
動
車
の
中

※
自
動
車
の
中（
避
難
所
）

※
自
動
車
の
中（
店
舗
な
ど
）

※
自
動
車
の
中（
自
宅
や
道
路
）

※
自
動
車
の
中（
医
療・福
祉
施
設
）

※
自
動
車
の
中（
そ
の
他
）

自
動
車
を
除
く
屋
外

そ
の
他

未
回
答

615 567

1,568

50
218

10

244
132

14

【図】熊本地震のときに避難した場所
対象：�回答者3,381人中、自宅以

外に避難した2,297人

（人）

※県民アンケートから抜粋

Q10

※内訳
（重複あり）

237
37

179

831

597

災
害
時
に
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
す
た
め
に
用
意
し
て
お
く
と
良
い
も

の
は
？

①
大
好
き
な
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

②
精
神
安
定
剤

③
毛
布

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
後
の
避
難
所

生
活
者
へ
の
聞
き
取
り
で
分
か
っ
た

一
番
食
べ
た
か
っ
た
料
理
は
ど
れ
？

①
魚
類　
　
②
肉
類

③
野
菜
類　
④
お
米

⑤
パ
ン
類　
⑥
麺
類

Q8

「
１
７
１
」
に
電
話
。

ど
こ
に
つ
な
が
る
？

①
消
防
・
救
急

②
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

③
海
上
の
事
件
・
事
故
の
急
報

Q9
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も
の
好
き
な
お
菓
子
な
ど
食
べ
慣
れ
た
も
の

を
多
め
に
買
い
、
生
活
の
中
で
使
っ
て
は
補

充
す
る
②
ガ
ソ
リ
ン
は
半
分
に
な
っ
た
ら
満

タ
ン
に
す
る
③
使
わ
な
く
な
っ
た
文
房
具
や

試
供
品
を
防
災
袋
に
ま
と
め
る
④
家
や
車
な

ど
複
数
に
分
け
て
備
蓄
す
る
─
な
ど
、
日
常

生
活
の
延
長
で
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乗
り
越
え
る
た
め
の
知
恵
を
絞
る

　

災
害
時
の
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
な
ど
、

家
族
で
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
私

の
場
合
は
自
宅
が
古
く
壊
れ
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
一
緒
に
い
な
い
と
き
は
家
で
な
く
公

民
館
で
待
つ
よ
う
に
約
束
し
て
い
ま
す
。
笛

を
ぶ
ら
下
げ
た
名
札
ケ
ー
ス
に
名
前
や
住

所
、
血
液
型
な
ど
を
書
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ー
ド（
下
）と
家
族
の
写
真
、
公
衆
電
話

用
の
10
円
玉
を
入
れ
、
家
族
を
探
す
手
掛
か

り
に
な
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
食
、
オ
ム
ツ
な
ど

一
部
の
人
し
か
使
わ
な
い
も
の
、
子
ど
も
の

靴
な
ど
サ
イ
ズ
の
あ
る
も
の
、
ス
ト
レ
ス
を

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」を
続
け
る

　
「
防
災
」
と
聞
く
と
固
く
構
え
た
り
、
男

性
が
取
り
組
む
も
の
と
考
え
た
り
す
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
り
の

人
の
変
化
や
、
妊
婦
な
ど
少
数
の
声
に
気
付

く
女
性
の
感
性
は
避
難
生
活
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
防
災
に

つ
な
が
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
女

性
・
マ
マ
の
皆
さ
ん
に
も
興
味
を
持
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
た
だ
、
完
璧
を
目
指
す
と
疲
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
あ
な
た
に
と
っ

て
の
ベ
タ
ー
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
防
災
や

備
え
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
な
ら

で
き
る
」
と
い
う
備
え
を
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
日
常
備
蓄
」を
楽
し
む

　
私
が
お
勧
め
す
る
の
は
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る「
日
常
備
蓄
」で
す
。
例
え
ば
、

①
特
売
日
に
缶
詰
や
カ
ッ
プ
麺
、
水
、
子
ど

歌うママ防災士
柳原志保さん

和
ら
げ
る
た
め
の
好
物
な
ど
、
避
難
所
に
な

い
も
の
を
蓄
え
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

　
次
に
起
こ
る
災
害
で
は
熊
本
地
震
の
と
き

の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
物
資
を
求
め
た
り
、
遠

出
を
す
れ
ば
物
が
買
え
た
り
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
買
い
物
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
作
る
オ
ム
ツ
、
新
聞
紙
で

作
る
ス
リ
ッ
パ
、
ツ
ナ
缶
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
作
る
ラ
ン
プ
、
粉
ミ
ル
ク
代
わ

り
の
砂
糖
水
な
ど
、
今
あ
る
も
の
を
工
夫
し

て
使
う
な
ど
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
家
族
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
親
の
不
安
は
子

ど
も
に
伝
わ
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
い
よ
う
備
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

Profile　やなぎはら・しほ
宮城県出身。和水町在住の２児
の母。2014 年に防災士の資格
を取り、テレビやラジオに出演
する他、県内各地で防災につい
て講演。講話の最後に東日本大
震災復興支援ソング『花は咲く』
を歌い、防災の啓発活動を行なう。

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
を
経
験
し
た
防
災
士
の
柳
原
志
保
さ
ん
に
、

家
庭
で
で
き
る
防
災
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

無
理
な
く
楽
し
む
防
災
術
と
は

完
璧
じ
ゃ
な
く
て
い
い
─

名前

アレルギーや普段使っている薬の名前
ふりがな

住所

家族の名前・連絡先

遠くの親戚などの名前・連絡先

生年月日 血液型

枠線に沿って切り取り、家族の写真、保険証のコピー、10円玉、笛などと
一緒に、玄関先など持ち出しやすく家族が分かるところに備えましょう。柳原さん監修 パーソナルカード

マ
マ
目
線
の

1大津町で開催された防災講演会。パー
ソナルカードのメリットを説明
23新聞紙で即席スリッパ作りを実践。
母親目線による防災の取り組みに共感
する人は男女問わず多い

2 3

1
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　菊池市、合志市、菊陽
町合同で開催します。受
講料は自治体が一部補
助。日程など詳しい内容
が決まり次第広報紙など
でお知らせします。

　男女関係なく防災の知識が必要だと考え防
災士になりました。養成講座を受け、大切な
のは住民一人一人の意識を変えることだと実
感。自分の身は自分で、地域のことは地域で
守るという心構えが必要です。備蓄や訓練以
外にも、住民同士のつながりづくりなど、ど
んな立場の人も自分にできる防災がありま
す。今後は私が学んだ知識を区の集会などで
広めたり、毛布で担架を作りけが人を運び出
すなど実践的な訓練を提案したりして、一人
一人が助け合う地域づくりに役立ちたいです。

■と　き	 ４月16日（日）午前10時～11時30分
■ところ	 御代志市民センター
■内　容	
・スライドで振り返る熊本地震の記録
・パネル展示
・防災講演「大規模災害時の地域助け合いの大切さ」
■問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班
　　　　　　　　（合志庁舎）☎248‐1112

合志市防災のつどい

　３月下旬、各世帯に県の防災ハンドブックを配布しまし
た。地震や風水害など災害から身を守る方法を確認しましょ
う。合志庁舎、西合志庁舎、各支所にもあります。

防災ハンドブックを配布しました

地域住民同士の交流で防災力を高めたい

山
や ま

本
も と

明
あ す

香
か

さん
（大津町）

熊本地震で活躍

井
い

福
ふ く

加
か よ こ

代子さん
（黒石団地）

新人防災士

私たちは
防災士です

一人一人が助け合う地域へ

一
人
一
人
が“
防
災
の
担
い
手
”

　　
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域
の
人
た
ち

の
優
し
さ
を
感
じ
続
け
た
」「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
備
え
だ
け
で
な
く
、
被

災
者
同
士
で
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
も
多

く
の
人
が
感
じ
て
い
ま
す
。
隣
近
所
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
も
、
自
分
や
家
族
を
守
る

第
一
歩
。
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
て
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
き
は
、
防
災
士
と
い
う

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
助
け
、
助
け
ら
れ
る
“
防
災
の

　社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待
される、地域の防災リーダーです。十分な防災意識
と防災に関する一定の知識・技能を修得した人を日
本防災士機構が認証します。

　東日本大震災を埼玉県で経験し、実家のあ
る大津町へ移住。町の防災士育成補助と地元
区長の勧めもあり、防災意識を高める良い機
会だと思って防災士養成講座を受けました。
　熊本地震では主に避難所運営に関わりまし
た。防災士の知識を生かし、発災直後には人
が押し寄せることを予測。いち早く避難所に
駆けつけ、けが人の応急処置や行政との連絡
役などに携わりました。そのとき、助け合う
人々の姿を見て地域住民同士の交流の大切さ
を実感したんです。日ごろから声かけや顔の

防災士とは

防災士養成講座を開催します

見えるお付き合いができていると、子どもを
見てもらったり、体調が悪いときに助けても
らったり、支援の輪が自然に広がっていくこ
とが分かりました。こうした共助の大切さを
啓発していきたいです。
　災害はいつ起こるか分かりません。もし日
中に災害が起こったとき、対処できるのは家
にいることが多い女性や子どもたちです。女
性や子どもたちにも楽しみながら簡単にでき
る防災訓練などを企画して、町の防災力を高
めていきたいと思います。

Kikuchi area public relations liaiso
n 

co
un

cil
 

菊池地域
合同特集

担
い
手
”
に
な
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
備
蓄
は
一
見
自
助
で
す
が
、
実
は
共
助

で
も
あ
る
ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
助
で
き

る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
支
援
を
必
要

と
す
る
人
に
人
手
や
物
資
が
行
き
渡
る
よ
う

に
な
る
か
ら
」
と
柳
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

自
分
を
助
け
る
こ
と
が
人
助
け
に
な
る
─
。

そ
う
考
え
る
と
、
家
庭
の
備
え
が
よ
り
有
意

義
に
な
り
、
や
り
が
い
も
増
し
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
ま
ち
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。
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ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
と
し
て
「
合
志
市
自
治
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
市
民
・
市
議
会
（
議
員
）・
市

の
執
行
機
関
（
市
長
・
市
職
員
）
の
三
者
の

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
こ
の
自
治
基
本
条
例
の
運
用
状

況
を
確
認
し
、
条
例
の
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
調
査
・
審
議
す
る
機
関
と
し
て
「
合
志

市
自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人

の
他
、
本
市
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
を
含
む

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
公
募
に
よ
る
委
員
も

選
任
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
改
選
に
伴

い
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
委
員
の
仕
事

◦
自
治
基
本
条
例
の
運
用
状
況
確
認
と
検
証

の
審
議

◦
自
治
基
本
条
例
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
募
集
人
数
　
４
人

※
作
文
な
ど
を
参
考
に
選
考
し
ま
す
。

●
任
期
　
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建
物
の
復
旧
を
支

援
す
る
災
害
復
興
商
品
券
（
５
万
円
分
）
の

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

●
対
象
　
①
〜
③
全
て
を
満
た
す
建
物

①
申
請
者
が
市
内
に
所
有
し
、
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
住
宅
ま
た
は
店
舗

②
復
旧
工
事
に
税
込
み
50
万
円
以
上
要
し
た

も
の

③
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
建
物

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
、
一
部
損
壊
の
判
定

を
受
け
た
建
物

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
て
い
な
い
建
物

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
、
半
壊
の
判
定
を
受

け
た
が
、
応
急
修
理
制
度
な
ど
の
公
的
な

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
建
物

●
申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
商
工
振
興
課
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
（
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
）

◦
建
物
の
場
所
が
分
か
る
地
図

◦
工
事
前
の
写
真
（
壊
れ
て
い
る
様
子
が
分

か
る
も
の
）
ま
た
は
り
災
証
明
書

◦
工
事
後
の
写
真

●
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、「
応
募
の
理
由
」
と
「
合
志
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
の
作

文
（
８
０
０
字
以
内
）
を
企
画
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
標
準
応
募
用
紙
を
企
画

課
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
限

　

５
月
２
日
㈫　

※
当
日
消
印
有
効

◦
見
積
書
ま
た
は
明
細
書(

工
事
事
業
者
が

発
行
す
る
工
事
箇
所
ご
と
の
金
額
明
細
）

◦
領
収
書

●
対
象
に
な
る
工
事

◦
外
部
工
事
（
屋
根
・
外
壁
・
建
具
な
ど
）

◦
内
部
工
事
（
内
装
・
建
具
な
ど
）

◦
設
備
工
事
（
浴
室
・
配
管
な
ど
）

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
、
擁

壁
、
基
礎

●
対
象
に
な
ら
な
い
工
事

◦
別
棟
や
外
構
の
工
事
（
倉
庫
・
車
庫
・
看

板
な
ど
）

◦
機
器
・
家
具
の
購
入
・
修
理
（
電
気
器

具
・
給
湯
器
・
洗
面
台
・
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
な
ど
）

◦
そ
の
他
（
防
虫
剤
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）

◦
被
災
建
物
の
解
体
ま
た
は
新
築

◦
工
事
事
業
者
に
よ
ら
な
い
工
事

●
申
請
期
限
　
12
月
22
日
㈮

●
商
品
券
　
審
査
の
う
え
後
日
お
渡
し
し
ま

す
。
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
、
市
内

の
登
録
店
舗
約
１
２
０
店
で
利
用
で
き
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

自
治
基
本
条
例
推
進
委
員
会
　
委
員
募
集

申
請
は
お
済
み
で
す
か

災
害
復
興
商
品
券 

申
請
期
間
を
延
長
し
ま
し
た

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

企
画
課　

企
画
広
報
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

商
工
振
興
課（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

●応募先
〒861‐1195　竹迫2140
企画課 企画広報班（合志庁舎）
	☎	 248‐1813
Fax	248‐1196
Eメール
kikaku@city.koshi.lg.jp

‘みんなですすめるまちづくり’
自治基本条例
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人
間
ド
ッ
ク

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
健
診
受
診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

で
す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
定

期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
１
、
０
０
０
人
）

◦
平
成
29
年
４
月
１
日
お
よ
び
受
診
日
に
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

◦
本
年
度
中
に
満
40
歳
以
上
に
な
る
人

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

◦
特
定
健
診
を
受
け
な
い
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
（
１
２
０
人
）

◦
受
診
日
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

人
◦
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
け
な
い
人

●
補
助
の
内
容

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
金
の
７
割
以
内
で
、

上
限
２
５
、
０
０
０
円

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

利
用
券

　

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
を
利
用
し
て
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の

プ
ー
ル
ま
た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
１
回

２
０
０
円
で
利
用
で
き
る
補
助
券
を
交
付
し

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
健
事
業
の
一
環
の
た
め
、
社
会
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

●
対
象

◦
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

◦
本
年
度
中
に
満
40
歳
以
上
に
な
る
人

◦
保
険
税
（
保
険
料
）
の
滞
納
が
な
い
世
帯

の
人

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
。

一
部
交
付
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
込
場
所

◦
西
合
志
庁
舎

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　

高
齢
者
支
援
課

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

◦
合
志
庁
舎
市
民
課

◦
泉
ヶ
丘
支
所

◦
須
屋
支
所

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑
（
認
め
印
可
）

※
内
容
・
料
金
表
な
ど
は
４
月
20
日
㈭
以
降
に

各
申
込
窓
口
に
配
置
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
申
請
書
は
５
月
１
日
㈪

か
ら
各
申
込
窓
口
に
配
置
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
　
５
月
１
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈮

※
期
間
外
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
注
意
事
項

◦
受
診
日
前
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪

失
（
社
会
保
険
へ
の
加
入
な
ど
）
し
た
場

合
は
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◦
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
と
の
二
重

受
診
な
ど
で
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
は
、
全
額
受
診
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

●
申
込
場
所

国
民
健
康
保
険
加
入
者　

◦
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
西
合
志
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

◦
高
齢
者
支
援
課
（
西
合
志
庁
舎
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

保
険
証
、
印
鑑
（
認
め
印
可
）

●
交
付
枚
数
・
募
集
人
数

国
民
健
康
保
険
（
１
人
30
枚
）

◦
１
期　

３
０
０
人

◦
２
期　

２
０
０
人

後
期
高
齢
者
医
療
（
１
人
50
枚
）

◦
１
０
０
人

※
申
込
受
付
中
。
国
民
健
康
保
険
（
２
期
）
は

９
月
中
旬
か
ら
交
付
す
る
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
広
報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◦
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
（
74
歳
ま
で
の
人
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
（
75
歳
以
上
の
人
）

　

高
齢
者
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
９

合
志
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
と
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の
利
用
料
を
補
助
し
ま
す
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
は
、
安
全

で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

市
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。
税
金
は
必
ず

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利

　

金
融
機
関
な
ど
へ
納
付
に
行
く
必
要
も
な

く
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
年

度
途
中
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

●
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　

菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合
、
肥
後
銀
行
、

熊
本
銀
行
、
熊
本
信
用
金
庫
、
熊
本
第
一

信
用
金
庫
、
熊
本
中
央
信
用
金
庫
、
熊
本

県
信
用
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◦
預
金
通
帳
（
口
座
番
号
確
認
）、
金
融
機

関
届
出
印

◦
納
税
通
知
書
（
納
税
義
務
者
確
認
）

●
申
込
先

　

税
務
課
（
合
志
庁
舎
）、
西
合
志
庁
舎
総

合
窓
口
課
、
泉
ヶ
丘
支
所
、
須
屋
支
所
、

右
記
の
金
融
機
関

　

障
害
者
手
帳
を
有
す
る
本
人
が
所
有
、
ま

た
は
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
人
、
18
歳
未
満

の
身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者
と
同
一
生
計
の

家
族
な
ど
が
有
し
、
通
院
・
通
学
な
ど
の
た

め
に
使
う
軽
自
動
車
な
ど
は
、
申
請
に
よ

り
、
１
台
に
限
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
人
は
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
間

　

納
税
通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら
５
月
24
日

㈬
ま
で
（
平
日
の
み
）

※
納
税
通
知
書
は
５
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
期
間
外
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
先
　
税
務
課
（
合
志
庁
舎
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）、
運
転
免
許

証
、
納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
）（
※
１
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
も
の
（
※
２
）。

※
１ 
手
帳
の
等
級
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
２ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
の
い
ず
れ
か
。

日
曜
開
庁
で
も
納
付
で
き
ま
す

●
と
き 

毎
週
日
曜 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
と
こ
ろ
　
合
志
庁
舎

み
ん
な
の
税
金

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
先	

税
務
課（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

市
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
金
の
加
算
や

財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
何
ら
か
の
理
由
で
納
期
内
納
付
が
困
難

な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●平成29年度　市税の納期限と口座振替日

軽自動車税
市県民税
固定資産税
国民健康保険税

口座振替日 口座振替依頼書
提出期限※

全期 5月31日㈬

左記と同じ

  4月28日㈮
1期   6月30日㈮   5月31日㈬
2期   7月31日㈪   6月30日㈮
3期   8月31日㈭   7月31日㈪
4期 10月  2日㈪   8月31日㈭
5期 10月31日㈫   9月29日㈮
6期 11月30日㈭ 10月31日㈫
7期 12月28日㈭ 12月25日㈪ 11月30日㈭
8期   1月31日㈬ 左記と同じ 12月28日㈭
※ゆうちょ銀行の口座振替依頼書提出期限は、上記よりさらに
　1カ月前になります。

平
成
29
年
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を

縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

●
縦
覧
　
納
税
者
が
市
内
の
他
の
土
地
・
家

屋
の
価
格
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
期
限 

６
月
30
日
㈮
（
平
日
の
み
）

●
閲
覧
　
納
税
義
務
者
本
人
が
自
己
資
産
の

内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。（
通
年
）

●
と
こ
ろ
　
税
務
課
（
合
志
庁
舎
）

●
手
数
料
　
無
料

●
必
要
な
も
の
　
左
表
の
資
格
者
と
確
認
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
・
賃

貸
借
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど
）、
印
鑑

資格者 縦　覧 閲　覧

納税者 ○ ○

免税点未満※により
課税されない人 × ○

納税者の同居の親族 ○ ○

別居の親族 委任状が必要です

納税管理人 ○ ○

借地人・借家人 × 当該権利の目的である
土地・家屋

1月1日以降の新所有者 × ○

※同一市町村に有する土地・家屋・償却資産の課税標準額が一定の額（土
地30万円、家屋20万円、償却資産150万円）に満たないこと

広報こうし 2017.4 8



　

本
年
度
４
〜
１
月
ま
で
の
１
人
１

日
当
た
り
の
燃
や
す
ご
み
の
量
は
、

昨
年
度
同
時
期
の
４
６
９
ｇ
か
ら
１

ｇ
減
り
ま
し
た
。
目
標
値
の
４
０
５

ｇ
に
向
け
て
、
１
人
１
日
64
ｇ
（
卵

約
１
個
分
）
の
ご
み
減
量
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
末
に
、
平
成
29
年
度
の
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
に
収
集
す
る
曜
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

資
源
物
、
不
燃
・
埋
立
ご
み
の
収

集
は
、
祝
日
の
場
合
に
振
替
日
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
合
志

庁
舎
、
西
合
志
庁
舎
、
各
支
所
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
度

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
し
た

１人１日当たりの
燃やすごみの量

（４月〜１月）

H27 H28

469g 468g
目標
405g

昨年度より1g減りました

環境      通信

E
NV

IRONMENT

犬の登録・
狂犬病予防集合注射
　犬の登録と狂犬病予防注射は法律で義務付けられていま
す。犬の登録をしていない人は注射会場でも登録できま
す。登録済みの人は通知はがきを注射会場へお持ちくださ
い。犬の死亡・飼い主の変更･住所変更など、登録内容に
変更がある場合は環境衛生課までご連絡ください。

●問い合わせ先　環境衛生課（合志庁舎）　☎248‐1202

●料金（１頭当たり）

登録料 注射料
注射済票
交付料

合　計

登録済の犬 2,600円 500円 3,100円

未登録の犬 3,000円 2,600円 500円 6,100円

実施日 時　　間 会　　場

5月  8日
㈪

  9：30〜  9：50 日向集会所

10：10〜10：30 上古閑公民館

10：40〜11：15 市商工会支所

13：30〜14：00 上庄公民館

14：20〜14：50 栄体育館

5月  9日
㈫

  9：30〜10：20 杉並台中央公園

10：40〜11：30 永江ふれあいセンター

13：30〜14：20 すずかけ台中央公園

14：30〜15：00 泉ヶ丘中央公園

5月12日
㈮

  9：30〜  9：50 群区グラウンド

10：00〜10：30 黒石原コミュニティセンター

13：30〜14：00 みどり館

14：20〜15：10 泉ヶ丘市民センター

5月13日
㈯

  9：00〜  9：30 市商工会支所

  9：50〜10：50 泉ヶ丘市民センター

実施日 時　　間 会　　場

5月15日
㈪

  9：30〜  9：50 上生川クリーンセンター蘇水苑

10：10〜10：30 本村区構造改善センター

10：40〜11：10 外園地区構造改善センター

13：30〜14：00 合生文化会館

14：20〜14：40 辻久保学習センター

5月16日
㈫

  9：30〜10：00 須屋浄化センター

10：20〜10：50 上須屋学習センター

11：10〜11：30 ユトリック公民館

13：30〜14：30 須屋市民センター

5月18日
㈭

  9：20〜10：10 西合志庁舎　正面駐車場

10：30〜11：10 黒石市民センター

13：30〜14：00 新開公民館

14：20〜14：50 東須屋公民館

5月20日
㈯

  9：00〜  9：50 須屋市民センター

10：10〜10：40 妙泉寺体育館

11：00〜11：30 黒石市民センター

13：00〜13：50 西合志庁舎　正面駐車場

14：10〜14：40 外園地区構造改善センター

14：50〜15：10 合生文化会館
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市民のひろば

　２月27日から３月３日まで、黒石団地公民館でひな
祭りが開催されました。これは「家で眠っているおひ
な様がもったいない」「ちょっとした住民交流の場にな
れば」と区が発案し、初めて開催されたものです。
　約20世帯が持ち寄り、中には30年ぶりに飾られた
ものもありましたが、どれも美しい姿をとどめていた
ひな人形。会場ではお茶と茶菓子も振る舞われ、５日
間で約200人がひな祭りを楽しみました。

　２月11日、熊本市のアクアドーム熊本で熊本県表彰
式と第59回九州地区スポーツ推進委員研究大会熊本
大会が行なわれ、本市からスポーツ推進委員４人が九
州地区表彰を、３人が熊本県表彰を受けました。

九州地区表彰　波多絹子さん（辻久保）・森 月子さん
（鹿水）・中村尚司さん（新開）・稲田稔史さん（黒石）
熊本県表彰　榊 英雄さん（永江団地）・長尾純恵さん
（みずき台）・串下 一さん（東）

　３月４日、西合志南中学校で第11回合志市剣道錬成
大会が開催されました。市内の小・中学生約100人が
参加。会場は子どもたちの掛け声と家族などの声援が
飛び交い、活気にあふれた大会となりました。

　２月23日、永江団地公民館で区主催の認知症予防教
室が開催され、区の高齢者約50人が参加しました。
　これは認知症について知り、予防方法と介護の際の
心構えを学ぼうと、３年前から年２回開催されていま
す。６回目となる今回は、在宅介護の心構えや介護保
険制度をテーマに、介護支援専門員などを招いて実施。
参加者からは要介護認定申請や介護保険サービスの詳
しい内容など、多くの質問が次々にあがっていました。

ひな人形で地域交流
黒石団地でひな祭り

長年の地域での普及活動が認められ
スポーツ推進委員７人が功労者表彰

剣道少年・少女が大集合
第11回合志市剣道錬成大会

みんなで学ぼう
永江団地で認知症予防教室

会話が弾み笑顔に包まれた会場

前列左から榊さん、長尾さん、串下さん
後列左から波多さん、森さん、中村さん、稲田さん

満員の会場。参加者の関心の高さがうかがえました

団体戦
種目 優勝 準優勝 第3位

小学生低学年 合志少年剣道クラブＫ西合志中央小学校 須屋剣友会Ｋ
小学生高学年 合志少年剣道クラブＡ 須屋剣友会 西合志中央小学校
中学生 西合志南中学校Ａ西合志南中学校Ｂ 合志中学校Ａ

個人戦
種目 優勝 準優勝 第3位

小学1年生 九谷　魁
（須屋剣友会）

川辺　一惺
（須屋剣友会）

簑田　泰知
（須屋剣友会）

小学2年生 工藤　千聖
（西合志中央小）

田　英多
（合志少年剣道クラブ）

関　嘉柊
（合志少年剣道クラブ）

小学3年生 宮田　和都
（合志少年剣道クラブ）

中島　颯治郎
（西合志中央小）

関　嘉孝
（合志少年剣道クラブ）

小学4年生 川辺　昇龍
（須屋剣友会）

平田　奈菜
（合志少年剣道クラブ）

簑田　悠平
（須屋剣友会）

小学5年生 立山　翔夢
（西合志中央小）

川崎　功祐
（須屋剣友会）

𣜜原　颯太朗
（西合志中央小）

小学6年生 庄野　聖人
（合志少年剣道クラブ）

船元　健太郎
（合志少年剣道クラブ）

松本　正幸
（須屋剣友会）

中学1年生
男子

上田　夏樹
（西合志南中）

東　春孝
（西合志南中）

北原　駿生
（西合志南中）

中学2年生
男子

中山　凜太郎
（西合志南中）

田辺　力也
（合志中）

北原　正太郎
（合志中）

中学生女子 小場佐　一花
（西合志南中）

松本　開花
（西合志南中）

大賀　茉莉奈
（西合志中）

広報こうし 2017.4 10



　３月に100歳を迎えた神路 ナミエさんに、市長か
らのお祝い状とお祝い金が贈られました。

100歳おめでとうございます

　３月11日、菊池恵楓園で菊池恵楓園歌声交流広場を
開催し、市民や入所者など約200人が参加しました。
　入所者自治会の志村康会長の講話に学んだ後、西岡
はるみさんの歌謡ショーを楽しんだ参加者。最後は市
内のコーラスサークルと一緒に「春の小川」などを歌
い交流を深めました。また、希望者はボランティアガ
イドの案内で社会交流会館を見学。ハンセン病問題の
理解と参加者同士の親睦を深める機会となりました。

　３月５日、竹迫の合志中央団地前で竹迫初市が開催
されました。初市は毎年この時期に開かれており、春
の訪れを告げる風物詩となっています。
　ことしは合志中央団地前の市道を歩行者天国にして
開催され、名物の市飴を販売する店など多くの出店が
軒を連ねました。また、合志中学校吹奏楽部の演奏や
ミニ合志マンガミュージアムなどがあり、多くの家族
連れや子どもたちでにぎわっていました。

　３月14日、2016年度東京エレクトロン九州ＮＰＯ
等支援事業助成金の贈呈式が同社で行なわれました。
この事業は、地域の社会的課題の解決に積極的に取り
組むＮＰＯなどを支援することを目的に行なわれてお
り、公募で決定した９団体に助成金が贈呈されました。
　本市からは「菊池恵楓園ボランティアガイド」「NPO
法人外国から来た子ども支援ネット熊本」「竹迫観音祭
保存会」が助成を受けました。

歌を通して深める交流
菊池恵楓園歌声交流広場

合志に春の訪れを告げる
竹迫初市

東京エレクトロン九州
ＮＰＯ等支援事業助成金贈呈式

合唱で会場が一つになりました

活気にあふれた会場

助成を受けた皆さん

神
こう

路
ろ

 ナミエさん

大正６年３月５日生

ぎ

2017.4 広報こうし11



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

▼
受
賞
資
格
　

①
市
内
在
住
で
交
通
安
全
協
会
に

加
入
し
て
い
る
人

②
自
動
車
運
転
免
許
（
原
付
含
む
）

保
有
者
で
、
平
成
29
年
６
月
30

日
現
在
で
10
年
、
20
年
、
30
年
、

40
年
を
経
過
し
て
い
る
人

③
期
間
内
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
、

ま
た
は
交
通
法
令
に
違
反
し
て

行
政
処
分
や
刑
事
処
罰
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
人
（
反
則
切

符
・
点
数
切
符
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
）

※
以
前
表
彰
さ
れ
た
人
は
、
同
じ

年
数
で
の
表
彰
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

　

運
転
免
許
証
、
安
全
協
会
会
員

証
ま
た
は
領
収
書
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
、
各
庁
舎
及
び
各

支
所
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

交
通
防
災
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年

間
で
す
。
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
お
忘
れ
の
場

合
も
申
請
日
の
２
年
１
カ
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

申
請
を
行
な
わ
ず
、
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
万

一
の
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ

た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
を
増
や
す
た
め
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り

ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は

在
学
証
明
書
（
原
本
）、
印
鑑
、

年
金
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

　

一
般
診
断
法
に
よ
り
、
耐
震
診

断
士
が
建
築
物
の
耐
震
診
断
（
簡

易
診
断
）
を
行
な
い
ま
す
。

▼
対
象

◦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
住
宅

◦
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
着

工
し
被
害
（
一
部
損
壊
以
上
）

を
受
け
た
木
造
住
宅

▼
診
断
費
用
（
個
人
負
担
）

◦
住
宅
図
面
あ
り	

５
、５
０
０
円

◦
住
宅
図
面
な
し	

１
９
、０
０
０
円

▼
申
込
期
間

　

４
月
12
日
㈬
〜
25
日
㈫

※
４
月
25
日
以
降
の
受
け
付
け
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.b
h
c
k
u
m
a
.

o
r.jp
/

▼
申
込
方
法
　
窓
口
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
都
市
計
画
課

（
西
合
志
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

☎（
３
８
５
）０
７
７
１

　

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
レ

タ
ー
バ
ス
、
循
環
バ
ス
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
）
で
利
用
で
き
る
ク

ー
ポ
ン
券
付
き
回
数
券
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
10
枚
分
の
お
値
段
で

11
枚
つ
づ
り
。
18
店
舗
で
使
え
る

乗
り
得
ク
ー
ポ
ン
も
付
い
て
お
得

で
す
。

▼
回
数
券

◦
１
５
０
円
券
11
枚
つ
づ
り

　

…
１
、
５
０
０
円

◦
80
円
券
11
枚
つ
づ
り

…
…
…
８
０
０
円

▼
販
売
窓
口

　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課　

企
画
広
報
班

（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

お

知

ら

せ

ク
ー
ポ
ン
付
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
回
数
券
販
売
中

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

　

熊
本
県
建
築
士
事
務
所
協
会
の

建
築
士
に
よ
る
建
築
物
の
耐
震
診

断
（
精
密
診
断
）
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

▼
対
象 

次
の
２
つ
を
満
た
す
も
の

◦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
建
築
基
準
法
に
違
反
し
て

い
な
い
建
築
物
で
、
所
有
者
が

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◦
地
上
階
数
が
２
階
以
下
の
在
来

軸
組
構
法
で
建
築
さ
れ
た
戸
建

木
造
住
宅

▼
補
助
額 

診
断
費
用
の
３
分
の
２

　

限
度
額　

８
６
、
０
０
０
円　

▼
募
集
件
数
　
20
件

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
請
期
限
　

　

５
月
31
日
㈬　

午
後
４
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

　

交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
安
全
運
転
に
努
め
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
人
を
表

彰
し
ま
す
。
受
賞
資
格
が
あ
る
人

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰
区
分
　

　

10
年
、
20
年
、
30
年
、
40
年

耐
震
診
断
（
簡
易
診
断
）
を

行
な
い
ま
す

耐
震
診
断
（
精
密
診
断
）
の

費
用
を
補
助
し
ま
す

熊
本
県
交
通
安
全
協
会

永
年
無
事
故
運
転
者
表
彰

クーポンが
付いて

ダブルでお得！
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▼
と
こ
ろ
　
大
津
町
民
交
流
施
設

オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ

（
大
津
町
大
津
１
２
２
０
‐
１
）

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
民
事
調
停
協
会

☎（
３
２
５
）２
１
２
１

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も
り
、
不
登

校
な
ど
、
子
ど
も
・
若
者
を
対
象

と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

▼
対
象
　
15
歳
か
ら
40
歳
未
満
の

人
と
そ
の
家
族
、
友
人
、
知
人

▼
電
話
相
談

☎（
３
８
７
）７
０
０
０

　

平
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時

▼
来
所
相
談

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
東
区
月
出
３
‐
１
‐
１
２
０
）

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分　

※
要
予
約

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー　

こ
こ
ん

☎（
３
８
７
）７
０
０
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局

☎（
３
５
５
）３
２
０
２

　

読
み
書
き
・
計
算
の
学
習
で
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
認
知
症
予
防
教

室
の
受
講
者
と
、
そ
の
運
営
を
手

伝
う
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と
き
　
６
月
〜
12
月

　

毎
週
水
曜
日　

全
24
回

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

受
講
者

▼
対
象
　
65
歳
以
上
で
、
全
24
回

の
教
室
へ
の
参
加
と
毎
日
10
分

程
度
の
自
宅
学
習
が
で
き
る
人

▼
活
動
時
間

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
（
特
別
教
室
の
場
合
は
変
更
有
）

▼
内
容
　
教
材
を
使
っ
た
簡
単
な

読
み
書
き
・
計
算

▼
参
加
費
　
１
回
２
０
０
円

　
（
教
材
・
保
険
代
）

▼
募
集
人
数
　
20
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

▼
対
象
　
高
齢
者
の
健
康
増
進
に

理
解
が
あ
り
、
事
前
の
研
修
会

（
５
月
24
日
・
31
日
）
に
参
加

で
き
る
人
（
交
通
費
程
度
支
給
）

▼
活
動
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
（
特
別
教
室
の
場
合
は
変
更
有
）

▼
内
容
　
教
室
運
営
補
助
や
受
講

者
の
学
習
支
援

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

▼
申
込
期
限
　
５
月
19
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

FAX（
２
４
２
）６
６
３
５

　

安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
で
は
、
専

門
の
相
談
支
援
員
が
生
活
上
の
困

り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
一
人
一
人
の
状
況
に
合

わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

専
門
の
相
談
支
援
員
が
寄
り
添
い

な
が
ら
解
決
に
向
け
て
支
援
し
ま

す
。

　

窓
口
で
の
対
応
の
他
、
ご
自
宅

へ
の
訪
問
相
談
も
行
な
い
ま
す
。

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
窓
口
・
電
話
相
談
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志

（
西
合
志
庁
舎
３
階
）

☎（
２
４
２
）９
０
２
０

　

熊
本
地
震
に
よ
る
賃
貸
借
や
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
、
男
女
間
の
慰
謝
料
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。（
家

事
調
停
に
関
わ
る
相
続
、
夫
婦
関
係

な
ど
家
族
間
の
も
め
ご
と
は
除
く
）

▼
と
き
　
４
月
23
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

未
来
は
一
本
の
電
話
か
ら

若
者
の
お
悩
み
相
談「
こ
こ
ん
」

無
料
民
事
調
停
相
談
会

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

脳
活
き
生
き
教
室
受
講
者
・

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

募
　
集

合志市ことぶき教養大学
参加者募集
　毎月１回さまざまな学習講座を開催します。生き
がいづくりや仲間づくり、健康な心と体の維持・増進
のため参加してみませんか。

●と き	 ５月〜３月（毎月１回）全11回

●と こ ろ	 御代志市民センター講堂	 	
	 （講座内容によって場所が変わります）

●対　　象	 60歳以上の市民

●学習内容	 健康・教育講話、日帰り管外研修	 	
	 市長講話、社会を明るくする運動など

●参 加 費	 無料（管外研修など一部自己負担あり）

●申込方法	 窓口または電話申し込み

●申込期限	 4月28日㈮

●申し込み・問い合わせ先	 	
　生涯学習課 生涯学習班（ヴィーブル）		
　☎248‐ 5555

件　名 時間額 発効日

熊本県最低賃金 715円 H28.10.  1

電子部品･デバイス･
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業

759円 H28.12.15

自動車･同附属品製
造業、船舶製造・修理
業、舶用機関製造業

808円 H28.11.24

百貨店、総合スーパー 715円 H28.10.  1

生
活
や
仕
事
の
困
り
ご
と

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
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突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
消
防
署
で
応
急
手
当
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
係

☎（
２
３
２
）９
３
４
９

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

市
内
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
３
泊
４
日
通
学
宿
泊
研

修
」
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
青
少
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
　
６
・
９
・
11
月

▼
と
こ
ろ
　
三
つ
の
木
の
家

▼
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
全

般
の
指
導
や
、
野
外
活
動
、
創

作
活
動
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

※
３
泊
４
日
の
う
ち
１
日
だ
け
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

※
事
前
説
明
会
あ
り
。

▼
対
象
　
高
校
生
以
上

※
気
持
ち
が
若
い
人
な
ら
何
歳
で

も
登
録
で
き
ま
す
！

▼
申
込
方
法
　
電
話
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

　

５
月
２
日
㈫　

午
後
５
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

定
期
救
命
講
習

三
つ
の
木
の
家

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

自 衛 官 募 集
募集種目 受付期間 試　験　日 合格発表 資　格

幹部候補生
（一般）

5月5日㈮
まで

１次	 5月13日㈯・14日㈰
２次	 6月13日㈫〜16日㈮
３次	（海・空飛行要員のみ）
（海）	 7月10日㈪〜14日㈮
（空）	 7月15日㈯〜8月3日㈭

１次	 6月  2日㈮
２次	 海･空飛行要員のみ
（海）	 7月  3日㈪
（空）	 7月  7日㈮
最終
（陸･海）
	 8月  4日㈮
（空）	 9月  1日㈮

【大卒程度】
22歳以上26歳未満の人（20歳
以上22歳未満の人は大卒（見込
含む）、修士課程修了者など（見
込含む）は28歳未満）
【院卒程度】
修士課程修了者など（見込含む）
で、20歳以上28歳未満の人

幹部候補生
（歯科･薬剤科）

１次	 5月13日㈯
２次	 6月13日㈫〜16日㈮

１次	 6月  2日㈮
最終	 8月  4日㈮

専門の大卒（見込含む）20歳以
上30歳未満の人（薬剤は20歳
以上28歳未満の人）

医科･歯科幹部
4月21日㈮
まで

	 5月12日㈮ 	 7月28日㈮ 医師・歯科医師の免許取得者

技術海上幹部

4月21日㈮
〜5月26日㈮

	 6月26日㈪

	 8月  4日㈮

大卒38歳未満の人
技術航空幹部

技術海曹
	 6月23日㈮

20歳以上で国家免許資格取得
者など技術空曹

●申し込み・問い合わせ先　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968‐24‐2772

子ども好きな人を大募集！

とき ところ 定員
4月12日㈬
5月31日㈬

消防本部
（菊陽町大字原水7-1） 20人

4月26日㈬ 西消防署
（合志市合生4107-1）

30人
5月10日㈬
6月14日㈬

北消防署
（菊池市赤星2080）

とき ところ 定員
6月21日㈬ 西消防署 30人

定期普通救命講習（午前９時〜正午）

定期上級救命講習（午前９時〜午後５時）

　

合
志
義
塾
の
「
カ
タ
ル
パ
の
樹
」

の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
歴
史
探
訪
で

す
。
徳
富
記
念
園
、
合
志
義
塾
跡

を
巡
り
、
徳
富
蘇
峰
と
合
志
義
塾

の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
平
田
一

十
の
つ
な
が
り
を
た
ど
り
ま
す
。

▼
と
き
　
５
月
17
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
集
合

◦
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

　
（
午
前
９
時
）

◦
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
９
時
20
分
）

▼
対
象
　
市
民
（
30
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て

の
参
加
者
を
優
先
し
て
抽
選

▼
参
加
費
　
１
、
０
０
０
円
程
度

　
（
入
館
料
・
昼
食
代
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
申
し
込
み

▼
申
込
期
限

　

５
月
８
日
㈪　

午
後
５
時　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

第
１
回
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
参
加
者
募
集

カタルパの花
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人
権
擁
護
委
員
と
し
て
昨
年
４
月
に

就
任
し
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
の
影
響

で
５
月
下
旬
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

約
１
年
活
動
し
た
中
で
、
中
学
生
の
人

権
作
文
や
、
小
・
中
学
生
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ

ニ
レ
タ
ー
の
返
答
文
の
作
成
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
人
権
作
文
で
は
、
熊
本
地

震
後
の
災
害
弱
者
に
関
す
る
内
容
が
多

く
み
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
非
常
時
の

支
え
合
い
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
い
る
事
が
分
か
り
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
は
、

手
紙
に
よ
る
小
・
中
学
生
の
悩
み
相
談

事
業
で
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に

し
て
友
達
に
伝
え
る
事
の
難
し
さ
に
つ

い
て
、
悩
ん
で
い
る
小
学
生
に
数
回
手

紙
を
書
き
ま
し
た
。
大
人
で
も
気
持
ち

を
相
手
に
伝
え
る
の
は
難
し
い
の
に
、

小
学
生
に
ど
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
ら
い

い
の
か
私
も
ず
い
ぶ
ん
悩
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
３
カ
所
で
行
な
わ
れ
る

人
権
相
談
で
は
、
相
談
員
と
し
て
も
定

期
的
に
活
動
し
、
12
月
に
は
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加
。
人
権
擁
護
委

員
全
員
で
宮
沢
賢
治
の
「
貝
の
火
」
を

紙
芝
居
に
し
た
作
品
を
人
権
啓
発
と
し

て
発
表
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

私
が
本
市
に
住
居
を
移
し
て
約
15

年
。
そ
の
間
に
２
人
の
子
ど
も
が
小
・

中
学
校
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の

学
校
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
育
て
中
は
、
子
ど
も
の
同
級
生

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん
助

け
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
は
子
育
て
も
終
盤
を
迎
え
、
今
度

は
私
が
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
、
引
き
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
。
活
動
内
容
は
、

初
め
に
考
え
て
い
た
よ
う
な
簡
単
な
も

の
で
は
な
く
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
任
期
中
は
私
な
り
に
精
い
っ

ぱ
い
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
法
律
的
な
事
を
中
心
に
勉

強
し
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

人権擁護委員

戸
となみ

浪　佳
か

寿
ず こ

子
（くぬぎヶ丘団地）

人
権
よ
も
や
ま
話

春
号

　

私
は
合
志
工
業
団
地
な
ど
で
会
社
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
会
社
を
経
営
し
て

い
る
と
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
会

社
に
い
て
、
な
か
な
か
家
庭
内
の
事
ま

で
は
手
伝
い
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
の
こ
と
、
家
事
の
こ
と
、
全
て

妻
任
せ
で
し
た
。
特
に
子
ど
も
が
小
さ

い
頃
は
、
子
ど
も
か
ら
目
が
離
せ
ず
、

妻
は
子
育
て
に
専
念
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
が
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
妻
も
会
社
で
経
理
全
般
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
思
う
と
そ
れ

が
私
ぐ
ら
い
の
年
代
の
男
性
と
女
性
の

役
割
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
男
女
の
性
別
に
関
わ
ら

ず
、
個
人
の
能
力
に
応
じ
て
均
等
な
機

会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
、
活
躍

し
て
い
る
女
性
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
か
ら
市
企
業
等
連
絡

協
議
会
か
ら
の
推
薦
で
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会
の
委
員
に
な
り
、
研
修
な

ど
に
参
加
し
、
他
の
企
業
の
取
り
組
み

や
先
進
的
事
例
を
学
習
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
し
て
、
企
業
側
と
し
て
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
し
や

す
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
の

大
切
さ
を
感
じ
、
自
ら
も
実
現
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
志
市
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

条
例
第
３
条
第
４
項
で
は
、「
家
族
が

男
女
関
係
な
く
、
互
い
の
協
力
と
社
会

の
支
援
の
下
に
、
家
事
・
子
育
て
・
介

護
・
そ
の
他
の
家
庭
生
活
に
つ
い
て
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
。
ま
た
、
家
庭
生
活
以
外
の
活
動

に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

協
力
し
合
う
こ
と
」
と
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
は
こ
の
こ
と
が
よ
り
多
く
の
家
庭

で
実
現
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
は
自
分
の

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

男女共同参画推進懇話会

委員　林
はやしだ

田　洋
よういち

一
（市企業等連絡協議会）

素
敵
な
人
生
　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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図書館だより

大人の気づかい
仕事も人間関係もうまくいく

坂東　眞理子　著
リベラル社　刊

　自分が“気遣い”を受けたとき、「この
人、素敵だな。自分もそうなりたいな」
と感じることはないだろうか。そうは思
ってもなかなかなれないものである。ま
た“気遣い”は親戚や家族間にも必要不
可欠。本書はそういった人間関係やさま
ざまな場面で、今すぐ役立つ45のルール

を紹介している。
　新年度を迎え、新たな気持ちで進んでいこうと思っている人
は、このルールを試してみてはいかが。

大切なことに気づく
365日名言の旅

ライツ　パブリッシング　編
ライツ社　刊

　あなたの誕生日はどんな偉人と一緒だ
ろう？１月３日なら坂本龍馬、３月14日
ならアインシュタイン、６月12日ならア
ンネ・フランク。というように、その日
に生まれた偉人の名言を世界中から集
め、偉人たちが見たであろう景色ととも
に掲載した１冊。365日偉人たちが残し

た言葉に触れながら大切な毎日を過ごしてもらいたい。
　新しいスタートを切る人が多い春、あなたに大切なことを思
い出させてくれる名言が見つかるかもしれない。

一般書

児童書

花を呑む	 あさの　あつこ　著
美しい国への旅	 田中　慎弥　著
ネコと昼寝	 群　ようこ　著
テロルとゴジラ	 笠井　潔　著
琴電殺人事件	 西村　京太郎　著
国家簒奪	 濱　嘉之　著
やまと錦	 村木　嵐　著
くらまし奇剣　11	 鳥羽　亮　著
こびとが打ち上げた小さなボール	 チョ　セヒ　著
私のロシア文学	 渡辺　京二　著
天皇と和歌	 鈴木　健一　著
ボブ・ディランの21世紀	 湯浅　学　著
世界でいちばんおいしいお米とごはんの本	 澁谷　梨絵　著
熊本県立美術館新ガイドブック	 熊本県立美術館　編集
ブラタモリ　6	 ＮＨＫブラタモリ制作班　監修
ゼロからわかる疾患別検査値読みこなし	 栗原　毅　監修

なぞとき博物館	 ダン・メトカーフ　作
妖怪いじわるシャンプー	 土屋　富士夫　作
イザドラ・ムーン学校へいく！	ハリエット・マンカスター　著
井伊直虎	 時海　結以　著
11歳のバースデー	 井上　林子　作
ふしぎ古書店	 にかいどう　青　作
鉱物キャラクター図鑑	 松原　聰　監修
屋根裏のゆうれい	 ドリー・ヒルスタッド・バトラー　作
なりたい！わくわく！おしごとずかん	 白岩　等　総監修
鳥のくらし図鑑	 おおたぐろ　まり　絵・文
恐竜＆古生物超最強図鑑	 寺越　慶司　監修
のりものへんしーん（絵本）	 わらべ　きみか　作・絵
スイーツこねこ（絵本）	 生藤　由美　著
たんぼレストラン（絵本）	 はやし　ますみ　作・絵
レッツゴーおべんとう！（絵本）	 わたなべ　あや　著
じどうしゃブブブン（絵本）	 冬野　いちこ　著

新刊お薦め ★★★新着本

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

西合志図書館
赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会 
と　き　４月20日㈭　午前11時〜（30分程度）
ところ　集会室

マインドシアター 
と　き　４月22日㈯　午後2時～	
ところ　集会室	
題　名　「げんきげんきノンタン　	
	 スプーンたんたんたん」（約35分）

おはなし会 
と　き	 毎週土・日曜日　午後2時～	
ところ	 おはなしの部屋	
朗読を楽しむ会
と　き	 ４月15日㈯　 午前11時〜	
ところ	 おはなしの部屋

広報こうし 2017.4 16



移動図書館車巡回
ひまわりドンちゃん号

※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

4月11日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

4月18日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

5月9日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

4月12日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

4月25日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区5棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

5月10日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

●と　き　毎週土曜日	
　　　　　午後７時30分〜９時30分	
　　　　　（受付は9時まで）
●ところ　西合志図書館　天文台
※雨天・曇天の場合は中止します。

●参加費　無料
●問い合わせ先　西合志図書館

星空観望会
４月の星空

　心地よい春風の中で星座ウォッチングを楽
しめる季節になりました。
　春の星座を探す目印になるのは「春の大曲
線」です。ひしゃくの形をした北斗七星の柄
のカーブをそのまま南に伸ばして、うしかい
座の１等星アルクトゥルスからおとめ座の１
等星スピカへと、夜空にいっぱいに大きくカ
ーブする星を見つけてみましょう。

西合志図書館 ☎ 242-5555　 泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315　 ヴィーブル図書館 ☎ 248-5754
※ヴィーブル図書館は休館中です。みどり館仮設図書館をご利用ください。問い合わせはヴィーブル図書館まで。
※４・５月の休館日は19ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

自分の好きな絵本を紹介する参加者

　これまで日曜日と祝日は午後５時に閉館していました
が、４月から開館時間を１時間延長し、平日や土曜日と
同様に午後６時まで開館します。

●４月からの開館時間
西合志図書館・泉ヶ丘図書館	 10：00〜18：00
みどり館仮設図書館	 10：00〜16：30

※西合志図書館は木曜日のみ	 10：00〜20：00
　木曜が祝日の場合	 10：00〜18：00
※ヴィーブル館は熊本地震による被災のため休館中です。

　３月３日、児童文学専門家の小宮楠緒さんを招き「絵
本の魅力について」と題した講座を開催しました。前半
は小宮さんが読書環境のつくり方や本の選び方について
講話を行ない、後半は参加者が自分の「とっておきの絵
本」を持ち寄り、その絵本と出会ったいきさつやエピソ
ードなどを交えて紹介し合う「絵本ビブリオトーク」を
実施。絵本の魅力などについて熱く語り合いました。

日曜・祝日の開館時間を
延長します

絵本の魅力を語り合う
「絵本ビブリオトーク」を開催しました
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/
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す
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。
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付
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。

東児童館	 ☎248-5203
開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
（春休み期間中は日曜、第2月曜日が休館）

西児童館（ふれあい館内）
	 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（日曜日は午前９時〜午後５時15分）
休 館 日／第４月曜日、祝日

飛ばしてみよう！　Ｘジャイロ！？
◦と　き	 ４月16日㈰　午後１時30分〜４時
◦対　象	 誰でも参加できます
	 （当日の先着15人程度。幼児は保護者同伴）
◦参加費	 無料
◦内　容	 ペットボトルでＸジャイロを作り、楽しく

飛ばしましょう。

かけっこ教室
◦と　き	 ５月13日㈯　午前10時〜正午
◦ところ	 元気の森公園（雨天時はふれあい館）
◦対　象	 4歳〜高校生	

（先着20人程度。幼児は保護者同伴）
◦参加費	 無料

◦内　容	 トレーナー指導のもと、早く走るコツ
を教えてもらいましょう。

◦持ってくるもの	 動きやすい服装、タオル、飲
み物、運動靴

◦申込開始	 ４月24日㈪　午前9時〜
※ふれあい館窓口または電話でお申し込みくだ
さい。

ガーランドを作ろう
◦と　き	 ４月22日㈯　
	 午後1時30分〜3時30分
◦対　象	 幼児（保護者同伴）、小・中学生
	 （当日の先着30人）
◦参加費	 無料
◦内　容	 色紙・折り紙・包装紙（家にあるも

のを持ってきてもいいです）を使っ
てオリジナルの飾りを作ります。お
部屋をきれいに飾りましょう。

泉ヶ丘市民センター児童館
	 ☎248-3453

開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
（春休み期間中は日曜、第2月曜日が休館）

2017.4 広報こうし19



①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

３月号の答え
４月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送
ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り	 ４月28日㈮ 必着

◦応募方法	 はがきに必要事項を記入して、	 	
	 ご応募ください。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554 FAX 342‐5550
ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

☎342-5554 営）午前9時～午後7時 休）毎月第2木曜日
クラッシーノ・マルシェ

春のスイカ直売会
４月22日㈯・23日㈰ 午前９時～午後３時

※なくなり次第終了

ことしもスイカの季節が
やってきました。甘～く
ておいし～いスイカをご
用意！生産者さんとのふ
れあいも楽しめます。皆
さんのお越しをお待ちし
ています。

※写真はおととしの様子

新しい認証品が登録されました！

第８期合志ブランド認証品３品目
が新たに登録されました。

ピースグリーン㈱
ドリームグラス

㈱峯樹木園
桑の実ジャム

㈱峯樹木園
桑の葉紅茶

合志ブランド認証品は、認証事業者の各店舗または
クラッシーノ・マルシェで販売中です！

“スーパーグラス千里”、“ヒー
リンググラス”、“シャムロン”
３品種の総称を「ドリームグ
ラス」としました。東海大学
農学部との共同育成品種です。

有機栽培の桑の実を100％
使用したぜいたくなジャム
です。自然な甘さと風味を
活かし濃厚な味わいです。

樹木医でもある生産者が独
自製法でこだわって栽培し
た桑の葉の紅茶です。

春の行楽弁当
好評発売中

彩りがきれいで行楽にぴったりなお弁当が
勢ぞろい！お花見シーズン限定のおいしい
お弁当をご用意してお待ちしています。

手間暇かけて
こだわって作
りました！

アントシアニン
がブルーベリー
の約３倍！

ノンカフェイン
です！
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消費生活センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442 ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020 ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240 ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

合志市役所
合志庁舎･･････････☎ 248－1111㈹
〒861-1195 合志市竹迫2140
西合志庁舎･･･････☎ 242－1111㈹
〒861-1193 合志市御代志1661-1

須屋支所･･･････････････ ☎ 345－4400
泉ヶ丘支所（市民センター）･･･ ☎ 248－3453
御代志市民センター･･ ☎ 242－1190
ヴィーブル････････････ ☎ 248－5555
みどり館･･･････････････ ☎ 248－0400

ふれあい館････････････ ☎ 242－7000
三つの木の家･････････ ☎ 248－6277
老人憩の家････････････ ☎ 242－2030
西合志図書館･････････ ☎ 242－5555
ヴィーブル図書館･･･ ☎ 248－5754

ユーパレス弁天･･････ ☎ 348－2626
人権ふれあいセンター･･ ☎ 248－3893
合生文化会館･････････ ☎ 242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ

４/ 6 木 7 金 8 土
法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
泉ヶ丘市民センター
３歳児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

9 日 10 月 11 火 12 水 13 木 14 金 15 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館
１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
ふれあい館
こころの相談■健
13:45〜要予約
西合志庁舎

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

16 日 17 月 18 火 19 水 20 木 21 金 22 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎
防災のつどい■総
10:00〜11:30
御代志市民センター

栄養教室■健
10:30〜
ふれあい館

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
西合志庁舎
４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

23 日 24 月 25 火 26 水 27 木 28 金 29 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
ブックスタート■図
14:00〜16:30
ふれあい館
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■図
14:00〜16:30
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎ 休◆

30 日 ５/ 1 月 2 火 3 水 4 木 5 金 6 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

広報5月号発行
法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
ふれあい館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎ 休◆ 休◆ 休◆

7 日 8 月 9 火 10 水 11 木 12 金 13 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館
３歳児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

2017年４月

▲ ５月

■市 市民課 ☎ 248－1113　■税 税務課 ☎ 248－1114　■総 総務課 ☎ 248－1112　■健 健康づくり推進課 ☎ 242－1183　■図 西合志図書館 ☎ 242－5555　
■社 合志市社会福祉協議会 ☎ 242－7000

●コミュニティ施設（御代志・須屋・黒石市民センター）

★市立図書館休館	 ◆ふれあい館休館 
 ◎みどり館休館 	 ■老人憩の家休館
※ヴィーブルと野々島公民館は、
　当分の間休館します。

2017.4 広報こうし23
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熊
本
地
震
か
ら
１
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
菊

池
地
域
の
４
市
町
が
合
同
で
防
災
特
集
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
記
事
を
と
お
し
て
、
少
し
で
も
読
者

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
４
月
か
ら
広
報
の
担
当
を
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
心
に
ぽ
っ
か
り
穴
が
空
い
た

気
分
で
す
。

　

作
文
や
取
材
、
カ
メ
ラ
の
操
作
な
ど
、
慣
れ
な

い
仕
事
に
苦
労
し
て
愚
痴
も
た
く
さ
ん
こ
ぼ
し
ま

し
た
。
で
も
振
り
返
る
と
、
出
会
い
が
多
く
、
幸

せ
な
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。
読
者

の
皆
さ
ん
、
取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
記
事
や
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
音
声
訳
の
皆
さ
ん
、
印
刷
会
社
の
皆
さ
ん
、

県
内
外
各
市
町
村
の
広
報
担
当
者
た
ち
、
上
司
や

同
僚
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
た
お
か
げ
で
、
36
冊
の
広
報
紙
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
別
の
形
で
合
志
市
の

役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。	

○仁
※２月末現在

　（　）内は前月比

市民のひろば

動きの

A p r i l
2 0 1 7
４月号
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h
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w
w
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o
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Ｅ
メ
ー
ル
／
k
ik
a
k
u
@
city.k

o
sh
i.lg
.jp

発
行
日
／
平
成
2
9
年
４
月
６
日

人　口 60,853 （＋85）

世　帯 23,428 （＋60）
出生････････････････ 45	 （0）
死亡････････････････ 49	 （−6）
転入･･････････････ 213	 （＋14）
転出･･････････････ 124	 （＋2）

　２月19日、第33回全国年賀はがきコンクールで、
公文熊本須屋書写教室に通う子どもたちの作品が
次の通り受賞しました。２人とも応募は４年目。
「将来は指導者になりたい」と宮内さん。荒木さん
は「好きだからずっと続けたい」と書写に対する思
いを語りました。

学年優勝杯　宮内花菜さん（西合志東小５年）
日本年賀はがき大賞　荒木凜誠さん（西合志東小６年）

　１月28日、静岡県で行なわれた第７回全国ユース
フライト・エアロビック選手権大会に合志中学校１年

の川畑愛花里さん・
合志南小学校５年
の結愛さん・３年
の光佳流さん姉弟
（桜路）と、同校６
年の古川ゆりさん
（桜路）が出場しま
した。中でも決勝
リーグに進んだ愛
花里さんは中学生
の部で15位、光佳
流さんは４年生以
下の部で11位に
見事入賞しました。

　２月４･11･12日、山鹿市で行なわれた第26回
TKUカップ熊本県小学生新人バレーボール大会で、
市内の小学生を中心としたバレーボールチーム、合
志ジュニアが大会13年ぶりとなるアベック優勝を
果たしました。決勝で男子は逆転勝ちし、女子はス
トレートで勝利。今後は県の大会では毎回優勝を目
指し、一丸となって全国制覇を狙います。

　３月12日、玉名市の蓮華院誕生寺奥之院で行な
われた第17回TOSS五色百人一首熊本県大会で、
菊池阿蘇地区大会を勝ち抜いた合志南小学校の子ど
もたちが活躍しました。

青の部	 優　勝	 井島瑳姫さん（６年）
ピンクの部	 優　勝	 山川　光さん（６年）
黄の部	 優　勝	 竹尾花凜さん（６年）
緑の部	 準優勝	 立石優羽さん（６年）

全国年賀はがきコンクールで入賞

全国エアロビック選手権大会で入賞合志ジュニアがアベック優勝

県大会で活躍！合志南小百人一首部

宮内さん（左）と荒木さん（右）

後列左から結愛さん、愛花里さん、
古川さん、前列・光佳流さん

チーム一丸となって全国を目指します！

※学校・学年はいずれも出場または受賞当時のものです。

「中学生になっても活動を続けたい」と話す子どもたち


